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 ボディコントロールモジュールにおいて、部品選定が不適切なため、誤った仕様のコンデンサを

組付けた。そのため、パワースイッチオフ後に過大な待機電流が流れ続けてバッテリが上がり、エ

ンジンが始動できなくなる、またはパワーシステムが起動できなくなるおそれがある。 

改善の内容 

 全車両、ボディコントロールモジュールを良品に交換するとともに、バッテリを点検し異常が

ある場合は新品に交換する。 

 

改 善 箇 所 説 明 図 

識別：本田技研工業(株)インターネットホームページのリコール等対象検索に“実施済”と

表示する。 

 

基準不適合発生箇所 

注：      は点検し交換する部品を示す。 

ボディコントロール 

モジュール 

注：      は交換部品を示す。 

バッテリ 


